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四1てtt医政看発第0327001号平成21年3月27日社団法人日本看護協会会長殿　　　　　　　　　　　18iPハニ・馴」1　　　　　　　　　　　1望亡トL回　1　　　1　1≡ヨ厚生労働省医政局看謙麟藁1曇　　　　　　　　　　　謂副漫看護学生実習の国民向けPRの周知について（協力依頼）　標記について、別途通知を各都道府県衛生主管部（局）長あて発出したので、御了知くださるようお願いいたします。，、観竃’21、4．2ρ蚤賛既都道府県衛生主管部（局）長　殿／l狸置旧三七第0327001号平成21年3月27日厚生労働省医政局看護課尉繭皆実蜻着謹課副蛋看護学生実習の国民向けPFIの周知について（協力依頼）　看護基礎教育の充実に関しては、「看護基礎教育の充実に関する検討会」において実習施設の確保及び患者の協力が得られにくいため、非常に苦慮しているとの指摘が繰り返し提示されたところであり、同報告書（平成19年4月）において、「厚生労働省は、広く患者や家族をはじめとした国民各位が、将来の看護職員を育てていくことの共通認識を築いた上で、実習に協力いただけφよう、積極的に呼びかける等機運を盛り上げていくべき」とされたところである。　また、「看護基礎教育のあり方に関する懇談会論点整理」（平成20年7月）においても、目指すべき看護基礎教育の共通した課題として、患者・国民の看護実習の必要性に関する理解・協力などについて指摘されたところである。　このようなことから、啓発用ポスターを作成したので、下記の内容を御了知の上、医療機関、看護師等養成所等に対して周知をお願いしたい1記1　目的　　　　　・　患者、家族及び医療関係者各位め看護学生実習への協力を求めるため．、啓発用ポスター（A4版、　A3版）をホームページ上で公開することにより、看護学生の実習施設等においてこれを活用し、多くの関係者に実習協力を周知することを目的とする。2　ポスターの活用方法等　啓発用ポスター（A4版、　A　3版）を厚生労働省のホームページ（URL：http：／／www．mhlw．gojp／topics／2009／03／加0325−1．htlnl）よりダウンロー．ドして、掲示・配布等の活用をお願いしたい。　，，罫、蕩耐；腐，そ迂，．一．Lb・嗣’・『衰鑑椎擁鵠舜即舜亭マ事で「モ導砧ゴ気軍牽賞　　　　　　　≒離一一ρ．r一．一一←一一　　　　　　　一．＝三三一二・・層ワ慈一蕪婁．重亀］転“藁9　　　，！細’�d、腕医学知義や理。。，認鍛、仏一泊．う5・なり　参う」鍛謙働寂噌　．．ぎr’o”ら食べう・・。，，元気り為こ．なりきうね看護に必要な実銭技術を学内で修得します。　　　　。。’．。。．・。　　●　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　諭　　　　　・φ轟ケ、‘3輔。燦も〜、�Lいこ鵬・捌罰・・↑’ノ∂μ《看護学生は実習で、患者さんの不安や苦痛や回復の力などを知り、学内で勉強した知識や技術をもとに実践力を伸ばします。恩．る〆ノ鵬墨型蛎「聾蔭奎∋．．学んだ知識・技術をさらに磨き、患者さんとのコミュニケーションをも学ぶ置要な機会です。”◎．課雛　　いきのセこ、5，囲いずヲ邸1’鰹ご　　　　　　　　　　　実習にあたっては事前の準備はもちろん、　患者さんの　　　　　　　　　　　実施可能なレベルまで　安全を守ります。　　　　　　　　　　　看護技術を習得してから臨みます。儲さんの　　姦轟翻魏錐徽縢蟹　個人情報を守ります。他者に漏らすようなことはありません。口　．♂ぐ『Fい　孟　　　］旧『一一」5噺」〃　　潤遇　　　，（．．7．用力1i（．・　　　　　響　　　　一　　　　　1、，．へD唱．．曳・型．流腫」1、

